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18世 紀 ス コ ッ トラ ン ド亜 麻 工 業 史

HistoryofScottishLinenIndustryandBankinginthe18thCenttary

イギリス亜麻会社を中心 として
‐OnObservationoftheBritishLinenCompany‐

1は じ め に

皿18世 紀前半 の スコ ッ トラソ ド経済

一 製造業者 評議会 の役割一

1皿 イギ リス亜 麻会社 の設立 .

1は じ め に

北 政 巳
MasamiKita

本稿 の 目的は,ス コ ッ トラ ソ ド繊維 工業 史

の一環 として,18世 紀前 半 にス コッ トラソ ド

国民産業 として育成 された 亜麻(Linen,リ ソ

ネル)工 業 を対 象 として,イ ングラ ソ ド経済

の影響 下 に工 業化 を企画 した ス コ ッ トラ ソ ド

経済 の歴 史的発展 過程 の解 明に ある。特 に,

1746年 に設 立 さ れ た イ ギ リ ス 亜 麻 会 社

(BritishLinenCompany)が,亜 麻 工 業 の振

興 と ともに銀 行業 経営 を手が け,そ の後 のス

コ ヅ トラン ド銀 行業 の発展 に種 々の特長 を付

与 した点 に も力点 を置い てみた い.ま た毛織

物 工業 につ いて は,拙 稿 「ス コ ヅ トラン ド毛

織物工 業史一 ツ イー ド織 をめ ぐって一 」(r創

価経 済論集 』8巻1号 所 収,1978年6月 刊)

に明 らかに した.

私 自身 の問題 意識 として,今 までの ス コ ッ ト

ラ ン ド社会経 済史 の全般 的 な研 究,言 葉 を 変

えれ ば個別 産業的 な研究 段階 か ら,よ り具 体

な諸 産業 の絡み 合 う社会 経 済史的発 展 の連 関

性 の研究 へ と進 め る段 階 に至 った と考 え る.

IV銀 行業発展過程
一1772年 恐慌を中心に一

V亜 麻工業の衰微,木 綿工業の興隆

M結 び

その場合,現 在 の学界でのイギ リス経済史研

究の共通的関心 として繊維工業,な かんず く

木綿工業に置かれていることか ら,ス コット

ラソ ドのそれ との比較において研究すること

を意図した.

しかしながら18世 紀のス コッ トラン ド社会

経済史では,毛 織物,亜 麻,木 綿の三繊維工

業が競合的に 存在 し,さ らに1707年 の合併

後,亜 麻工業が国民的産業の ようなかたちで

保護育成され,毛 織物から木綿への「過渡的」

役割を果 した史実を発見した。さらに問屋制

前貸 システムを介しての亜麻工業の国民的規

模での拡散 ・育成が 「小額紙幣」,「支店銀行

業」等を特長 とす るスコットラン ド銀行業の

独 自性の形成に多大に貢献 しえた ことを見い

出した。

そ こで本稿では,ス コットラソ ドの亜麻工

業の発展のために設立された代表的な国民企

業,イ ギ リス亜麻会社(BritishLinenCom-

pany)を とりあげて,19世 紀前半に 至 るま

でのスコットラソ ド亜麻工業 と銀行業の相関

性を研究し,当 時の社会経済史の枠組の中で

位置づけてみたい。
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II18世 紀前 半 のス コ ッ トラ ン ド経済

製造工業者評議会の役割一 一

17世 紀 末 の イギ リス では,イ ング ラソ ド経

済 が初期 資本 主義時 代を迎 えて産 業革 命期 へ

の序走期 に あ った のに対 し,ス 識 ッ トラソ ド

経 済は絶 対王政 末期 の封建 経済 の残 続 下に あ

った1).し か もイ ング ラン ドの東 イ ソ ド会社

に対 抗 して企画 した ス コッ トラン ドの西 イン

ド会 社 の経 営 は破 綻 し,ス コ ヅ トラン ド経 済

は危機 に瀕 していた2).さ らに イ ング ラソ ド

航海 条例 の施行 に よ り,ス コ ッ トラソ ド商 人

が イ ング ラン ド海 外植民 地 で商 うこ とも妨 げ

られ てい た,

1707年 の 「合併 」に よって,ス コ ッ トラン

ド経 済は イ ソグ ラン ド経 済 に順 応 して,イ ギ

リス資 本主 義 の北 方地域 として再編 されゆ く

こ とにな った3).そ してス コ ッ トラン ドは,

イ ソグラ ン ドと同様 の商 業 ・経 済規則 に従 う

こ とにな り,航 海 条例下 の諸特 権 も享 受す る

に至 った.

当初,「 合併 」条約 の第15条 に,「 毛 織物 製

造 の促進 と,そ の後に漁 業 の振 興 そ の他 の

製 造工 業 の発 達 と改良 のため に,7年 間 にわ

1)18世 紀 ス コ ッ ト ラ ン ド経 済 の 概 容 に つ い て

は,拙 稿 「18世 紀 ス 諏 ッ トラ ン ド経 済 発 展 に 関

す る 一 考 察 」(『 創 価 大 学 開 学 記 念 論 文 集 』1971

年 刊)を 参 照 さ れ た い.

2)具 体 的 に は,穀 物 不 作 か ら く る 食 糧 飢 鯉,イ

γ グ ラ ン ド政 府 の 関 税 強 化,ダ リ エ ソ会 社 の 挫

折,ス コ ッ トラ ン ド銀 行 の 破 産(1704年)等 に 直

面 して い た.TG.Srnout,`TheA難910-Sc¢tt圭sh

Unionof1707-TheEconomicGround-一 一'Eco-

nomzc研s≠oγ ツReview,Vol.XVI,No・3PA

455-56.

3)会 併 条 約 の 内 容 と 成 立 へ の 経 過 に つ い て はP

G.Donaldson,ScottishHistoricalDocuncents.

ScottishAcademicPress.Edinburgh&Lon.don.

197◎.PP.268-275に.収 録 さ れ て い る.

経 済 論 集Vol.8No・3

た り年 £2,000を 支 払 う4)」とあ った ように,

ス コ ッ トラ ン ド毛織物 工業 の育成策 が考 え ら

れ て いた.

しか しイ ソ グラソ ドの毛織 物業者 は,後 期

重商 主義 下の保護 ・育 成策を 背景 に,ス ほ ヅ

トラン ドの羊毛 ・毛織物工 業 に干渉 し,従 属

的立 場に置 いた。 具体 的には,イ ングラ ン ド

毛織 物工業 へ の原 料供給地 として,ま た土 着

の毛織 商 品には補 完的 な商品 生産 の役割

植 民地 市場 へ の廉価 で劣質 の 毛 織 物 の 販 売

一 を与 えた5>。 そ して イ ン グ ラ ソ ド政 府

は,彼 らの要 望を受 け てス コッ トラソ ド経 済

か ら毛織 物工 業発展 の 芽を摘み と り,そ の代

替 として イ ソグラ ソ ドに欠 け る下 級繊維 の亜

麻 織物 を ス 頴 ヅ トラン ドに適合す る国民産業

として奨 励,促 進す る政策 を決 定 した,

こ こで眼 を転 じて,18世 紀前半 の ス コ ヅ ト

ラソ ドの 銀 行業 の 発 展 を み てお きた い.最

初 の銀行 は,合 併 以前 に イ ング ラン ド銀行

(s.◎fE鷺g王a難d)の 設立翌年 の1695年 に創

業 した ス コッ トラ ソ ド銀行(Bank◎fSc的

hand)で あ る.こ の ス 灘ッ トラソ ド銀行 が,

ス コ ッ トラン ド経済 の金融 を扱 ってい たが,

そ の理事 者 の多 くは 王党主 義者(ジ ャコバ イ

ト.Jacobite)で あ り,イ ング ラン ド政府 か

らみれば 頭痛 の種 であ った 。事実,X715年 の

第1次 ジ ャ 鷺バ イ トの反乱 に際 し,ス コ ヅ ト

ラン ド銀 行は王 党派 に資金援 助 をな した.

4)G.Donaldson,Ibid.,P・271

5)ス 謙ットラソドの毛織物工業は,19世 紀前半

に発明されたッィー ド織物によ って 再 興 され

た.ッ ィー ド織は,ヴ ィク トリァ期イギ リス帝

国を象徴する最高級毛織物として鯉一欄 ッパ社

交界に君臨 し,奢 移品として世界に市場を開拓

す るに至る.ClifFiord..Galvin,ア 加Tweed-

makers.AHistoryoftheScottishFancy

WoollenIndustry16004914.David&Charles,

醗wY鍍k1973.A。70以 下に詳 しい.
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図118世 紀イギ リスの繊維工業の指標
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それゆ えに親 イ ングラ ソ ドのス コ ッ トラ ン ド

の元貴族 や商 人達 が,議 会や官 職破棄 の代 償

(equivalent)を 利用 して 銀行 設立 を企 画 し

よ うとして いた時,イ ング ラソ ド政府 は,ジ

ャ コバ ソ主義 者 の多いス コ ッ トラ ソ ド銀行 へ

の対抗措 置 として,助 力を与 えてX727年 に王

立 ス コ ヅ トラ ン ド(RoyalBank◎fScoレ

Iand)の 設 立をみ た.こ の頃 にな る と,ス コ

ヅ トラン ド行政 では ウ ィヅグ派 の勢 力が一 層

の拡 大をみ,1715年 のジ ャ コバ イ トの乱 の鎮

圧 以降,ス ロ ッ トラソ ド行政 は ア ーガイル公

(DukeofArgyll,ウ ェス トミンス ターに住

む ス コ ッ トラ ソ ド大臣 の呼名)が ミル トソ公

(L◎rdM瀧on,ス 隷ヅ トラ ン ド検事 総長 の呼

名)を 補佐 役 とす る統 治 システ ム とな った.

そ して経 済発 展を遂 行す るた め,1727年 に,

製造 工業 者評議 会(BoardofTrustee$of

Manufacturers).農 ・漁 業開 発 評 議 委 員 会

(BoardofTrusteesfortheImprovement

◎fAgricultureandFisheries)が 設 立 され

た が,そ の中心 者 は ミル トソ公 であ った.

彼 は,ス3ヅ トラソ ドの産業 育成 の最 大 の

希 望 は亜麻 工 業 の促進 に あ る と確 信 していた.

そ れ には歴史 的背 景が あ った,彼 の母 マ ーガ

レ ヅ ト・カーネ ギ ー(MargaretCarnegie)

は,昔 オ ラソダへ遊 学 しs亜 麻工 業技 術を習

得 し,織 布 ・指物大工 を連 れ て帰 国 し,サ ル

タ ウソ(Salt◎ 鵬)に 亜麻 織物 工場 を 設 立 ーし

た記録 があ る6>。

ミル トソ公 は,評 議会 に働 ぎかけ政 府 か ら

の奨 励金を 用い て亜麻工 業 の拡大 ・発 展 のた

め に種 々の活動 を展開 した.例}ば 紡 績 学校

6}RobertMaxwellofArkland,HisSelsctTran-

sactionsoftheHonourableSocietyof.lmprovers

intheKnowledgeofAgricultureinScotland,

Edinburgh,1743p.317.

経 済 論 集Vol.8N◎.3

(spinningschoo1)の 建 設,紡 績工 や織工 へ

の原 材料 の供給,漂 白技術 の改良者 へ の奨 励

金支 給,そ の他 オ ラ ンダ人織 布工 や フ ランス

人 ケム ブ リック(Cambric,薄 手 の 白 い 麻

布,北 フラソス原産)織 工 を誘 致 し,エ デ ィ

ソバ ラの ピカデ リー地 区に特 劉居 留地を建 設

す る こ とな どであ った,

彼 は また友 人の ス コ ッ トラン ド人名 士 に働

きかけ,そ の イ論シ ァテ ィブの も とに1727年

にエ デ ィγバ ラ・リンネル ・パ ー トナ ーシ ヅプ

(Edin、burghLinenCo-partney)を 発起 させ'

たη.ま た グラス ゴ ウでは,噂 を聞 いて 同時

期 に グラス ゴ ウ亜 麻協 会(LineS◎ci¢tyof

Glas即w)が 設 立 された,特 に後 者 は,ア メ

リカ とのタバ コ貿 易 の見返 り輸 出を狙 った も

の で,次 第 に興隆 を示す に至 る,

しか し当初 は,ミ ル トソ公 が期 待 した程 の

成 功 は望 めなか った.記 録を追 うと,マ サ イ

アス ・サ イムソ ソ(MathiasSymsoの は,「 ス

コ ヅ トラ ン ドは,多 量 の亜 麻布 を茶 色 と白色

の双 方 で輪 出 し,そ の国最大 の製造 工業 とな

ってい る8)」 と述べ て い るが,同 じ1737年 の

評議 会か ら政府 へ の報 告書 に よる と 「エデ ィ

ソバ ラへ や って きた外 国人 の手 に よってか な

りの改 良が果 され て い るが,資 本 不足が 発農

へ の阻止 要因 とな ってお り,ま た漂 白技 術が

7)亜 麻 工 業 振 興 の 企 画 は,17世 紀 の 末 以 来,真

剣 に 試 み られ,1693年 のScatsLinenIVIanu-

factary,1720年 のScottishSailclotixCompany,

1723年 のSocietyoflmpro聡rsintheKnowledge

of.agricultureinScotland等 の 企 画 が あ っ た

が,成 功 に は 至 ら な か っ た.そ の 点 で,ミ ル 卦

ン 公 の 企 画 は,官 民 共 同 事 業 の 企 画 で あ っ た こ

と か ら 成 功 へ の 可 能 性 は 大 で あ っ た.Charles

A.Ma王co1搬,7劾 摺3≠ 鍔oftheBYitishlinen

Bank,T&AConstableLtdEdinburgh.1950}

PP・3-4.

8)Matth三asSymson,PresentStateoゾ500磁 η4・

Edinburgh,1738,茎 》.2◎;lbad.,裏}.5.
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表11727年 の 評 議会 の補助 金プ ロヴラム 局 面 の 展 開 は 意 外 な と ころ に 始 ま った.そ

1)産 業別に(内 訳)

1)ニ シ ソ漁 業に

2)リ ソネル工 業 に

3)粗 羊 毛の紡績 と製造に

合 計

2)リ ソネル工業 に(内 訳)

(1)1エ ー カあた15Sり で リソ ト布 や
麻の種子 を播 くた め割増 金

(2)紡 績 学校 へ の奨 励

(3)最 高 級 リソネル布製造 の婦 人労働

者へ の賞 金

(4)各 自 £125で 巡 回検査役 人へ の賃

銀

(5)各 £ユ0の費 用での包装 に関す る費
用 と賃銀

(6)高 級 織機 や器具 の調 達費

(7)経 営 上 の費用

合 計

£

2,650

2,650

700

6,000

£

1,500

150

200

250

X11

50

ユ00

2,650

出 典)PlanoftheCommissionersandTrus・

tees,1727.CitedbyTheIndustrialRevo-

lutioninScotland,FrankCassLondon,

1966.PP.'1よ り 作 成.

劣等 な こ とも問題 で あ る9>」 とあ る.そ れ ゆ

え1740年 のScotsMagazineに 「英 議会下 院

は,ス コ ヅ トラソ ドの卓上 用亜麻 織布 製造奨

励 のため,£100を 下 付 した10)」 とあ る.ま

た エデ ィソバ ラの大 商 人,バ トリヅク ・リソ

ゼ イ(PatrickLidsay)は,『 貿 易 ・製 造 工

業 に関す るス コ ヅ トラソ ドの利益』(TheIn・

terestofScotlandconsideredinrespect

ofTrade,Manufactures)を 表 わ し,亜 麻

織 物工業 の発展 が 国富 の増 大につ なが る と示

唆 した,1741年 には,ミ ル トソ公の 「実験 」

例 を通 じて,亜 麻工 業 の輝 か しい将来 性 の結

論 を評 議会 へ送 ってい る.

9)CalendarofTreasurersPapers,1'735-38.

p.465:ScottishRecordOffiice,TheNational

RegisterofArchivesNo.945.

10)下 院 の 議 長ArthurOnslow伯 の 裁 決 で あ っ

た.EdinburghEveningCourant.July.1739.

れ は,隣 の グラス ゴウ市 の扱 っていた タバ コ

貿 易 の興 隆 の余 波 であ った11).つ ま りア メ リ

カ大陸 か らタバ コ葉 を輸 入 し,加 工 して ヨー

ロッパ大陸 へ再輸 出す る貿易 メカニズ ムの確

立 ・発展 に よって,グ ラス ゴウ商 人はそ の通

商 ル ー トに 「亜麻 布 ・織物」 を載 せ る こ とに

成 功 したか らであ る.

この グ ラス ゴ ウ亜麻 協 会 の繁 栄を 見て,ミ

ル トソ公 は,イ ング ラソ ド,海 外 との通商 を

目的 とす る国際的 な亜麻 製造企 業設 立計画 に

着手 した.先 ず エデ ィンバ ラ ・リソネ ル ・パ

ー トナシ ップの メ ソパ ーを核 に,特 に王立 ス

コ ッ トラン ド銀 行(RoyalBankofScot-

land)の 関係者 を入れ て,£3,000の 資本 力

を持 つパ ー トナ ーシ ップを 計画 した.ま た ロ

ン ドソ),rも理 事 会を作 る こ とに した.

しか し ロン ドンの メソ・ミーか ら,南 海 泡沫

事 件 の後 遺症 もあ り,無 限責任 に よるパ ー ト

ナ ーシ ヅプ忌避 の申 し出があ り,そ のた め有

限責 任を 明記 す る 必要 か ら12),王 国勅許 状

(RoyalCharter)の 獲 得 の 必要 性 を 決 断 し

11)ス コ ッ ト ラ ン ドの タ バ コ 貿 易 は,1710年 の50

万 ブ ッ シ ェ ル か ら75年 の4600万 ブ ッ シ ェ ル に 急

増 した.そ れ は 全 イ ギ リス 輸 入 の50%,ア メ リ

カ か ら の ス コ ッ ト ラ ソ ド輸 入 量 の...1,を 占 め

た.ス コ ッ ト ラ ン ドの タ バ コ 貿 易Vrつ い て は,

前 掲 拙 稿 「18世 紀 ス コ ッ ト ラ ソ ドの 経 済 発 展 に

関 す る 一 考 察 」24頁 を 参 照 さ れ た い.ま た タ バ

コ貴 族 に つ い て は,NormanNichol,Glasgow

andtheTobaccoLords,Longman1974に 詳 し

い 、 タ バ コ商 人 の 側 か ら 亜 麻 工 業 へ 参 画 した

事 例 は,1730年 代1人,40年 代7人,60年 代3

人,70年 代3人,80年 代1人,90年 代7人 の 数

値 が 記 録 に 残 っ て い る.T・M・Devine,The

ColonialTradesand工ndustrialInvestmentin

Scotland1700-1815,EconomicHistoricalRe-

view,VolXXIX,1976,p.8.

12)ス コ ッ ト ラ ソ ドの 有 限 責 任 制 度 は,歴 史 的 に

認 め られ て い た.R.H・Campbel1,`TheLaw

andtheJoint-StockCompaniesinScotland'

inP.L.Payneed.,StudiesinScottishBusiness

History,Cass1967,p.139.



78季 刊 創 価

た.ま た チ ェ ックラン ド教 授 の 指摘 では,

「特許状 が あれ ば,特 定条項 で 禁 じ られ ない

限 り,銀 行業営 業権 を も含 み うる13>」 との見

込み が あ った としてい るの も興 味深 い.

IIIイ ギ リス亜麻会社の設立

1746年7月5日,国 王 の署 名 を 得 て イギ リ

ス亜 麻 会 社(BritishLinenCompany)の 勅

許 状 は 認 可 され た.そ の 設 立 目的 の 合 意 書 に

は,「 そ の 目的 は,リ ソ ネ ル(亜 麻)製 造 工 業 の

発 展 を促 し,外 国産 よ りも廉 価 な 製 品生 産 を

通 じて 何 千 人 も の ス コ ッ トラ ン ド人 に職 を 与

え る と同 時 に,国 内 ・海 外 市 場,殊 に ア メ リ

カ ・プ ラ ン テ ー シ ョ ンに 製 品 を 供 給 す る1)」

こ とに あ っ た.

興 味 深 い の は,何 故 イ ギ リス(British)の

名 を 会 社 名 に 冠 し た か で あ る.つ ま りそ の

会 社 の 発 起 人 に は ウ イ ッグ党 支 持 の貴 族 も多

く,彼 らは ス コ ヅ トラ ン ド的 で あ る こ とが ジ

ャ コ・ミイ ト(王 党 主 義 者,1715年,ユ745年 に

反 乱 を 起 し鎮 圧 さ る)に 感 染 し て い る と看 さ

れ る の を 避 け て,イ ギ リス(British)と い う

言 葉 を 用 い た と思 わ れ る.同 時 に,営 業 活 動

の 範 囲 に つ い て,ス コ ッ トラ ン ド銀 行,王 立

ス コ ッ トラ ン ド銀 行 の 両 行 が ス コ ッ トラ ソ ド

地 域 外 で の 営 業 は禁 じ られ て い た の に対 し,

こ の 会 社 は 全 イ ギ リス 地 域 で の営 業 が 認 め ら

れ る とい う 利 点 を も っ て い た2).勅 許 状 に

は,「 リ ソネ ル ・麻 を 紡 い だ 糸 や 布 の 製 造 ・

ユ3)S・G・Checkland,ScottishBanking,AHistory,

1.695-1973,Collins,1975pp.94-5.

ユ)PetitiQnforACharteroflncorporationto

TheManufacturersofBritishLinnen,Tothe

KingsmostExcellentMajesty‐GlasgowLib-

rary.

2)CharlesAMalcolm,TheBritishLinenBank,

経 済 論 集Vo1.8No.3

販 売,そ れ に必 要 な職工 の雇 用,そ の他 リン

ネル製造 工業 を振興 させ るため のあ らゆ る手

段 を と りえ る3)」 こ とを認 め,そ の 営業 のた

め 「手 形,証 書,契 約 に よって貨幣 を入手 し

うる」 こ とも許可 された.そ の限度 は £10万

とされ たが,大 衆か ら貯金 のか たち で借 りる

こ とは禁 じ られ てい た ,

対比 す る と興味 深 いのは,4年 後 の1750年

に勅許 状 を与 え られた イギ リス 自由漁 業協 会

(SocietyofFreeBritishFishery,通 常 は ニ

シ ン漁業 協会 〈HerringFisheriesSociety>と

呼 ぼれた)に は,「 そ の会社 が,イ ング ラン ド

銀行,ス コ ヅ トラン ド ・王立 ス コ ッ トラン ド

両銀 行 の ビジネ スに干渉 しない よ うに4>」 銀

行 業務 を禁 じられ ていた の と対照 的 であ る。

イ ギ リス 亜 麻会社 は,授 権資 本 £10万 の

うち創業 時の応募 資本 を £5万 と決め,Eve-

ningCourant紙 に広告 を掲載 した .各 地 か

らの応募 に よ り,先 ず10%が 払 い込 まれたが,

パ ー トナ ーシ ップの £2万 を倍 以上 に越 え る

£5万 の 流動 資本 を もつ こ とに な った5).つ

い で1747年9月 には,ロ ン ドソ とエデ ィソバ

ラ在住 の株 主に働 きか けて £6万 に,1748年

末 に は £7万 の流動 資本 とした.ま た記録 に

よる と,王 立 銀行か らの現 金信 用(cashcre-

dit)を £3,000か ら £8,000に まで増額 させ

て,流 動資 金 を付 加 した6).

この イギ リス亜麻 会社 の経営 政策 は,従 来

の土着 産業 であ った リンネル工 業 を ,全 く新

T&AConstableLtd,Edinburgh1950p.9.

3)S.G.Checkland,op.C2t.,P.95.

4)ScotsMagazine,December1750p.584.Univ

ofGlasgowLibrary.

5)CharlesAMalcolzanopCZt.,P.14.

6)TheMinutesofBritishLinenBank17.
December1747;15April1748;14November

1755.
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表IIイ ギ リス亜麻会社の創業に尽力 した有力な人達

(エ デ ィ ソ パ ラ)

LordStricken

QLordTinwald

ArchibaldSteward

OJohnCoutts

QOThomasAllan

◎AlexanderSharp

PatrickCrawford

JamesFerguson

EbenezerMcCulloch

WilliamTod

WilliamGrant

GeorgeBuchanan

AndrewWight

AlexanderMonteith

WilliamKirkpatrick

WalterRiddell

QGeorgeGordon

DavidKinloch

OJamesArmour

ThomasGibson

QGabrielNapier

GeorgeOchterlony

(ロ ソ ド ソ)

〔ス コ ッ ト ラ ソ ド 人 〕

Dr.CharlesStewart

GeorgeMiddleton

LordSomerville

EbenezerYoung

〔イ ソ グ ラ ソ ド 人 〕

johnGoodchild

ClaudJohnson

GalfridusMann

⑥WilliamBeckford

裁判官

裁判 官

エデ ィンバ ラ市 長,チ ャール ズ王子 のエ デ ィソパ ラ城 入城に協

力 し,ロ ソ ドソ塔に暫 く閉 じこめ られた。

前 エデ ィ ンバ ラ市長(1742-44年)

商 入,エ デ ィソバ ラ市議 員,ギ ル ド長

商 人,エ デ ィンバ ラ市議i員,出 納 長

議 員

弁護士

商 人
'商人
,リ ソネル織物業 者

弁護士,の ちに裁判官 長,プ レス トソグラソジ公

地 主

地 主

軍 人

裁判所職 員

地 主

地主,商 人

地 主

法廷 外弁護士

地 主

地 主

地 主

地 主

銀行家

リソネル織物業 老

〃

経済学者

西イソ ド貿易商人, ロソ ドン市 長

(注)1.創 業 時 は58人 の 株 主

2.○ 印 は,創 業 後,社 外 理 事 と な る

3.◎ 創 業 時 に,理 事 長 と な る

4.◎ 創 業 と 共 に 常 任 理 事 と な る

出 典)C.A.M・1・ ・1m,TheHist・Yy・fBYitishLinenBank(・ ρ・C2t・・)PP・12-13・App234-236,

TheMinutesofBritishLinenBank,August3,1746,

しい国民的規模での前貸問屋制(putting-out

system)で 再編することであった.

その目的遂行のたあ,紡 績工や織工に貸付

をなし,ま た技術改良や新織布の導入には奨

励金を下付 した,勿 論,半 官半民的な企業 と

して,評 議会を通 しての政府i援助を積極的に

用 いた.

原材 料 の亜麻(flax)を.ミ ル テ ィック海沿

岸か ら購 入す るため,オ ランダのア ムステル

ダムの ク リフ ォー ド(GeorgeClifford)と 代

理店 契約 を結び,リ ガ(Riga)や 聖 ピータス

バ ラ(St.Petersburgh)か ら亜麻 を購 入 し
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表IIIイ ギ リス亜麻会社の経営者陣の推移(1746年 一ユ912年)(括 弧内は在位期間)

血
詩

左

講

唖
㌔

　

鵬

か
鴇
　

　

総
漏

齢饗
聯

鎌

碩鷺

縣

就

沁
人

の
重

㈱
観
温
羅
融

鍵

イ
を

か
と

会

01

の

に

ス
行

G
,人

に
18
⑤

社

,
銀

㎎
配

年

.

,
会

は
性

H

支

64

る
家

て

a
女

r
時

17

な

行

し

㏄
の

隔羅

畷灘
e
n
弊

聾

あ

は

配

恥

で
会

支

G

事

事

同

就
理

理

共

㏄

の

.

,

n

・
社

嘆

加

c

入
賛

E

L

で

を

鋤

・
め

」

3

そ

の

　　羅

・　騨
灘
　　

9

年

州

b

2

年

,
と
支

9

8

年

な

6

保

代

驚

鑓

撫
鐵経

c
d

18

支

6
B

年

補

.

⑩

⑪ ト

,
支

ト

に

　

ヘワ

　

柵藻
霊

盟

,
へ

a

・

難

ん
幕

齪

急

鷺

薙

躍

舞

営
の

一灘

轡

闘

蔀

麓

撮

溝

謡

惨

嫡
司
魏
の
功

司
に
の
磐

弁
巽

配
↓
・3
に
る
↓
険
理
㎡
箔

㎜
杁
謬

を
-6
配
隷

に
あ
α

燃

響

鱗

瀞

舞

鍵

恥
鯉
雇

響

禰

糠

欝

鱗
鮪雛

㎞騨

年
q
s・B配
p・B

輪
灘
　蟻　　へ　　　蕪
　　　へ騨
麟

副
鴨

弁

蒼

η
-。
函

御
&
官
伽
R
人
者
約
翻

の
な
府
政
伽
M
π
議
讐

に
孟

漉
一
海
囎

も
準
鴨

B
-。
の
は
し
卿
m
㎎
年
に

魏
　灘　　　辮

ひ
歌
軍

m
寵
海

畠

た
㎜観
㎜
程撫鍵

総
①G
D
卒
修
鷺

誰

丁
彙

稗

の
か
。
w
讐

西
蜘

覧
藩

騒

猷

α
讐

畠

K
翫
α
籠

睾

α
se
職

羅
蘇
蟻

　　織

灘

⑥

⑦

⑧

㎞難

継
　

血

難

幻

田
外

エ
猶

摺

認
駿

珊構
繍無

⑨

⑩

出 典)C.A.Malcolrn,TheHistoryo!theBvitishLinenBank,op.cit.,pp.200-22ユ よ り 作 成.
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表IVス コットラン ドの亜麻織布製造

(販売用検印量)

表Vス コ ッ トラン ド亜麻工業 の製品

(1730年 と1750年,単 位:ヤ ー ド)

年

1728

1738

1748

1758

1768

1778
..

1798

:1:

1818

1819

1820

1821

1822

8z

販 売 量
単位 ヤー ド

2,183,978

4,6ss,ail

7,353,098

10,624,435

11,795,437

13,264,4104

20,506,310

21,297,459

19,390,497

31,283,1004

29,334,4284

26,259,011麦

30,473,4612

36,268,5302

価 格
単位 ポソ ド

103,31293
185,026i19
293,8641211
424,141107
599,66942
592,023542
854,900i624
850,40399
1,014,629184
1,253,528802
1,157,923411
1,038,708185
1,232,0381544
1,396,29519112

注)ユ823年 法 に よ っ て,検 印 制 度 は 廃 さ れ た.

出 典)D.Bremner,TheIndustriesofScotland,

TheirRise.ProgsessandPresentCond-

ition1869.Kelly.NewYorkrepin1969

p.220.

謡
格 子 縞 リ ン ネ ル と

棒 縞 ベ ソ ガ リ ソ

(Bengalines)

格 子 縞 ・
ハ ン カ チ ー フ

・

フ

ン

一

リ

チカ

ス

ソ

モ

ハ

ソ
醐

リ

ゥゴ

ス

スラグ

モ
(

モ ス リ ン ・ネ ク タ

イ(ペ イ ズ リ産)

1730

141,928

324,887

32,526

41,335

30,129

1750

529,511

1,115,557

371,258

108,036

83,850

たη.そ して広告に基づ く融資希望に対 し,

「真面 目な勤労者 の評判」の 紡績工 ・織工 を

対象に 数十ポ ソドの 範囲内で 貸付を 行なっ

た8).

また1746年 に,カ ー クゥ ォル(Kirkwall)

に最初 の リンネル紡 績学校 と織 布工村 落が設

立 され たが,そ の推 進者 オ ー クニ卿(Lord

SuperiorofOrkney)は ジ ャコバ イ トの 乱

のあ とパ リのバ ステ ィーユ牢獄 に入 り,そ こ

での見 聞を生 か して発足 した もの であ った.

紡 績学校 で は,婦 女 子教 育のた め,評 議 会か

らの下付 金に よって雇 用 され る熟 練紡績 工 の

指 導 の も とに 行われ た.

7)原 材 料 購 入 と 織 工 へ の 販 売 の た め,織 工 協 会

長 ダ イ グ(Daig)と パ ー トナ ー シ ッ プ を 組 み,£

6000の 資 本 金 の うち £5000を 提 供 し,さ ら に は

彼 に 年.:1の 賃 銀 保 証 と 売 上 の50の 利 潤 を 提

供 した.し か し試 み は 不 成 功 に 終 り,10年 後 瓦

解 した.CharlesAMalcolmoρC2t.,P.28.

8)「 広 告 」 は,1746年10月16日 のEdinbughCo-

urantに 掲 載 さ れ,最 初 の 顧 客 はErrolのDa-

vidKnoxで,茶 褐 色 粗 リ ソ ネ ル(browncoarse

linens)織 物 の 製 造 の た め の 信 用 貸 £400を 求 め

た.TheMinutesofBritishLinenBank230ct.

1746・ しか し 通 常 は 数 十 ポ ン ドが 原 則 で あ っ た .

出=典)StatesoftheAnnualProgressofthe

LinenManufacturesinScotland1727-一 一54,

BoardofTrusteesM.S.S.No.94

1747年1月),rは 会 社 理 事 の 有 力 者 バ トリ ッ

ク ・クPウ フ ォル ド(PatrickCrawford)

の 尽 力 に よ って 王 立 ス コ ッ ト ラ ン ド 銀 行

(RoyalBankofScotland)か ら £1万 の 現

金 信 用 を 獲 得 し,共 同 経 営 者 マ ク ロ ウ(Mc

Culloch)と ト ッ ド(Tod)は 「銀 行 業 の よ

うに 」 営 業 す る こ とを 決 め,代 理 店(agents),

織 工(weavers),造 業 者(manufacturers),

顧 客(customers)に,約 束 手 形 で支 払 った.

理 事 会 は,そ の提 案 を 受 理 し,3ヵ 月 後 に 法

定 利 子 を 支 払 う条 件 明記 の £100,£20,£5

紙 幣 を 発 行 した.か く して1747年 の9月 に は.

「イ ギ リス亜 麻(リ ソ ネ ル)銀 行 」9)(British

LinenBank)の 基 礎 が で きた.そ の 後,こ れ

ら の銀 行 券 は広 く一 般 に も流 通 し,3年 後 の

1750年 に は £1,さ ら に10sの 銀 行 券 に まで

拡 大 され,辺 境 の 織 工 家 庭 に ま で 流 通 した.

9)イ ギ リス亜麻会 社は,「 銀行」(Bank)の 名 称

変 更を特許状 の更新(30年)毎 に 申請す るが,法

務省 は 「リソネル工 業 に有用 であ る旨を廃 す る

と会 社は瓦 解す る」 と勧 告 し,申 請 は 却 下 さ

れ,1906年 に 初 めて イギ リス亜 麻銀行(British

LinenBank)と な る.Malcolm,opCZt.rP.142.
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共 同経営 者 マ ク ロウと トッ ドは,分 業 的協

業 に よって会社経 営 に当 った.マ ク ロウは,

会 社直営 の漂 白場(bleach-field)経 営 を 企

画 レ,ミ ル トン公か ら地 所 を借 りた.さ らに

織 布 工 協会 長 デ ィ ピ ッ ド ・ダ ィグ(David

Daig)の パ ー トナ ーシ ヅプに よ り製造工 程 の

確 保 を計 った.さ らに在庫 用 の倉庫 を,1747

年 に 偉ソ ドン,1749年 に グラス ゴウ,1750年 に

レイスに建設 した.ト ッ ドは,ロ ン ドソや イ

ソ グラン ド諸 地域 での顧 客拡大 が業務 であ っ

た.彼 の進 言に よって,同 じ亜 麻織 物 であ っ

て も,西 イ ソ ド諸 島 の土 着民 用 には明 るい色

調 の柄様,北 ア メ リカ植 民地 用 には褐色 や茶

色 の柄様 が好 まれ る こ とを知 り,お のおの を

製 造 した.

イギ リス亜麻 会社 は,リ ンネルの前 貸問屋

制 の代理 店 を統 結 し,紙 幣 発行 や前貸 業務 を

通 じて,そ れ を銀行 事業 の地方 代理店 へ と変

身 させ てゆ くこ とにな る.そ れ ゆえ先 輩格 の

銀 行,殊 に ス コヅ トラン ド銀行 か らす れば,

煩 しい存在 とな りつつ あ り 「イギ リス亜麻 会

社 は,急 速 に疑似 銀行(quasi-bank)と な り

つ つ あ り,し か も王立 ス コ ッ トラ ン ド銀 行 の

理 事 会 の勢 力拡大 に加担 してい る10)」 と観て

いたが,か つ て のダ リエ ソ会 社企 画 ス コ

ユ0)チ ェ ヅクラン ド教授 の分析 では,18世 紀 ス コ

ッ トラン ドでは3回 の銀行間戦 争があ り,第1

次(1695年)は ス コッ トラ ン ド銀行創立 とダ リエ

ン会社 の反発.第2次(1727-8年)は 王 立ス コ ッ

トラ ン ド銀行創 立をめ ぐり,第3次(1749-61年)

は,2銀 行 間 に タバ コ貴族 の個人銀 行を巻 き込

ん での争 い であ った.そ の際,ス コッ トラ ソ ド

銀行 は船舶銀 行(GlasgowShipBank)を,王 立

ス コッ トラ ソ ド銀行は軍 備銀行(GlasgowArms

Bank)を 肩 入れ した.勿 論,イ ギ リス亜麻会社

は,理 事会 メンバ ーの重複か らも分 る如 く,王

立ス コ ッ トラソ ド銀行側 とみ なされ た.注 目す

べ きこ とは,新 興産業 都市 グ ラス ゴウを舞 台 と

して の争 いであ った ことであ る.

経 済 論 集Vo1・8No.3

ッ トラソ ド西 イ ソ ド会社 として 国民 の熱狂的

な期待 を伴 な って いた一 と同様 に,ス コ ッ

トラ ン ド国益 事業 の試み への反対 は愛 国心 の

欠 如 として非 難 され るのを危惧 して黙認 した。

勿論,他 方で は 同 じ特許 状認可 の仲 間会社 の

意識 も働 いた であろ う.

1746年 か ら1753年 の間,イ ギ リス亜 麻会 社

の 取扱 った 亜麻 織物 の 約 半分 が,輸 出 され

た.そ して会社 は,原 材料供給 と販 売市場 の

点 では ス コ ヅ トラソ ド初 の国際企 業 とな って

いた.オ ラソ ダの ロヅテル ダムには,ジ ェイ

ム ズ ・クRウ フ ォル ド(JamesCrawford)

を金融 代理店 とし,オ ランダ亜麻 を輸 入 し ダ

ンデ ィ(Dundee)の 紡 績 工へ 供給 した.ま

た ドイツの リガ(Riga)に は,ジ ョン ・ヘ

ン ダー ソン(JohnHenderson)を 代 理店 と

とし,ド イツ亜麻 や リンネル 製品 をス コ ッ ト

ラ ン ドへ輸 入 した.

また製 品市場 の面 か らみ る と,国 内市場 で

は ロン ドソ倉庫 で の直 接販売 の他,リ バ プー

ル,ハ ル,マ ソチ ェス ター,プ レス トソ,ニ

ューカ ヅスル の織物 業者 と代理店 契約 を結 ん

だ11).海 外市場 では,西 イ ン ド諸 島や ア メ リ

カ植民地 へ は商 業旅 行者 を 「会社 販売 人」 と

して雇 用 して派遣 し,亜 麻 糸や リソネル布 を

販 売 した.ア メ リカで の 最初 の 定着 代理 店

は,エ デ ィソバ ラの元 医者 ホ ルスバ ラ(Dr・

Horsburgh)で,病 気 療養 のため ア メ リカの

11)ロ ン ドンでは大量 の商品が販 売で きた に もか

かわ らず,維 持費(給 与,手 数料,地 代,保 険

等)ゆ えに利益 は上 らなか った.そ れ ゆえ共 同

経営 トッ ドは,退 社を 申 し入れ,別 に会 社を作

り,イ ギ リス亜麻会 社 の委託 販売人(factor)と

な る ことを 申 し出た.そ こで会社 は,彼 に年 間

売 上を £15,000越 えない限 り2。5%の 手 数料,

0.5%の 置 代を 支払 うことを決めた.C.A.Ma1・

color,opcit.,p.45.
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評議会から亜麻織物製造への奨励金の内訳(1754年)
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リソネル種子栽培へのプレミアム

亜麻の栽培 と工場でそれを硫毛す る技術教育の普及費用

2)の 実現のため雇用される外国人亜麻栽培者への賃銀

各地に散在する12入 の亜麻栽培者への賃銀

3),4)の 亜麻栽培者の調査 ・検査をする役人の賃銀

2人 の熟練縦糸通 し工の雇用

その経糸通 し技術の普及のための費用

その経糸通 しの器具を維持するための費用

3紡 績学校の維持 と織糸製造への奨励金

オラソダ人織機製作者への賃銀

改良織機への試作費用

職人を教育するオランダ人織工親方への賃銀

ナラソダ織機,器 具の購入費

最高級 リソネル織への奨励金

洗毛,撰 毛,織 毛技術教育を施す役人への賃銀

上質かなきんの倉庫保管人への賃銀

上質かなきんの製造を維持する費用

グラスゴウ郊外でのAndrewandWilliamGraysへ の漂白場拡充費用

その他2入 の漂白場親方への援助

AndrewandWilliamGraysの 漂白技術を普及させるための費用

刻印を担当する5人 の親方への賃銀

21)を 監督する役人への賃銀

£93・ ・

50・ ・

.1

90・ ・

・1

40・ ・

16・ ・

26・ ・

67・ ・

30・ ・

25(YO}

:1

213(15)

210・ ・

9700)

100・ ・

100・ ・

1,000

350・ ・

200・ ・

550・ ・

250・ ・

計 £3,80815一

出 典)ScottishRecordOffice,Recovdso/the.illIo∫TvusteesforFisheriesandManufactures,

StatesoftheAnnualProgressoftheLinenManufacture,1727-1754,pp.54-56.

ニ ユー ・プPビ デ ソス(NewProvidence)

へ 行 き,転 職 しイギ リス亜 麻会 社 の代理 商 と

な った,ま た 西 イ ン ド諸 島 で は,ハ リデ イ

(Halliday)兄 弟 が ロン ドン在 住 の 長 兄 と連

絡 を と りつつ,代 理 店 をつ とめた.そ の他 カ

ナ ダの ケベ ヅク,ポ ル トガル の リスボ ン,ス

ペ イ ンの マ ドリッ ドに代理 契約 店を もち,リ

ンネ ル織 物 を販売 した.そ の際,ヨ ー ロッパ

や 新大陸 へ 出稼 ぎ,ま た移 民 した ス コ ッ トラ

ソ ド人同胞が 最大 の協 力者 と行動 した こ とが,

そ の 国際 通商網 形成 につ なが った こ とが 注 目

され る.

しか し全体的 にみれ ぽ,ス コ ヅ トラン ドの

リンネル生産 の シ ェアは低 落 し,1751年 の全

イギ リスの8.9%か ら1759年 に は5.8%0に な

り,1762年 には さ らな る 低落 をみ るに 至 っ

た.

そ の 間,一 時 的で はあ るが フ ランス との七

年 戦 争(1756-1763年)の 勃発 に よ り,リ ン

ネル 工業 に新 しい需要 を与 えた.ダ ンデ ィ,

カ ーカルデ ィ(Kirkcaldy),ダ ソフ ェル ムラ

イ ン(Dumfermline),ク ーパ ・ア ソ ガス

(Coupez-Angus),パ ル ス(Perth)等 のス

コ ッ トラ ン ド東海 岸に数 多 くの紡 績 ・織布企

業 の創 出をみた.

しか し七年 戦争 の終 りと ともに,軍 需 ブーム

は消},イ ギ リス 亜 麻会 社 は 不況 に 陥い っ

た.先 ず(1)海 軍 ・陸 軍用 の リンネル市 場需要

は消}去 り,貸 付 の債務履 行は 不可能 とな っ

(2)外国産亜麻 の高騰 に よる原料 高12)ゴ また外
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図IIイ ギ リス亜麻会社の企業活動
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(出 典)C.A.MalcolmTheHistoryoftheLinenBα 嬬@・cit・,)PP・182-195よ り作 成

国の優秀な商品の流入,(3)そ のため著しい資

金不足が起 り,海 外諸国の代理店 との決済の

12)1759-60年 間,原 料 の 購 入(紡 績 工 へ 販 売)高

は,£10,002で,£1.433の 利 益(14.5%)で あ

っ た が,1760-1年 で は £9.960の 利 益(10%)に

落 ち,さ ら な る 減 少 が 続 い た.TheMinutesof

BritishLinenBank,April101760;April13.

1761;April12,1762.

ための流動資金不足が生 じた.(4)現 金 ・即金

不足か ら,地 方商人による地域小銀行設立ブ

ームを招 き,銀 行業者間の競争は激化した.

か くしてイギ リス亜麻会社 の経営 は悪化し9

その規模か らしてスコッ トラン ド社会内部の

批判 も厳 しか った.例 えば,ア ダム ・ス ミス

は,そ の会社の株式が額面価格を著し く下回
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ってい る理 由を述 べ た後 「若 干 の特 定製造工 くこ とを決 めた.

業 を推進す る 目的 で公共 心 に盗れ て設 立 され

た株式 会社 も,な おそれ に加 えて 自らの業 務

を拙 く経営す る こ ともあ り,他 の観点 か らみ

る と,う ま くや る ど ころか,む しろ有 害 とな

りうる こ とは,ほ とん ど間違 いな い13)」 と厳

し く批 判 した.

事 実 として,イ ギ リス亜麻 会社 の リンネ ル

取 引 での会社利 益 は著 し く減 少 した.そ れゆ

x.1759年 に は,理 事 会は,一 時的 にせ よ 「リ

ンネル製造 業者 へ の貸付 は,銀 行業務 と一 致

しな くな った」 として,業 者 へ の貸付 を拒否

した.当 然,会 社 内で,リ ンネル通商 に固執

す るグル ープ と銀行 業へ の専 念 を望む グルー

プ との葛藤 が表 面化 し,次 第に後 者が前 者 を

駆 逐 し銀 行 ・金 融業 へ と傾斜 としてゆ くこ と

に な る.

この よ うな苦 境 にあ って,銀 行 理事者 は経

営 観 の 変革 と貨銀 の 削減 を 実 施 した.先 ず

1752年 に は,「 留 保基金 」(SavingFund)

を制 定 した.そ して理事 会 メンバ ーの報酬,

株 主 へ の配 当金,共 同経 営者 へ の割 増金 を削

減 した15>.そ して,さ らに銀 行業経 営 に専 念

す るため,先 輩格 のス コ ッ トラ ン ド銀行,王

立 ス コ ッ トラ ン ド銀行等 の慣 行 を踏 襲 してゆ

X3)AdamSmithWealthofNationsII.Cannon

ed,London1950,p.248.

14)理 事 会 メ ソ バ ー の 報 酬 は,王 立 ス コ ッ ト ラ ン

ド銀 行 の そ れ 以 下 の £20と 決 め ら れ,経 営 者 の

割 増 金 も ユ/5の2%に,株 主 へ の 配 当 金 も1/5

の4%と し,残 金 は 「留 保 基 金 」へ 吸 収 さ れ た.

ミル ト ン公 の 報 告 で は,流 動 資 本 も £41 ,500

(1751-52年),£46,200(1752-53年)か ら,評 議 会

の 奨 励 金 の な い 翌 年 は £22,800に 低 落 し,苦 し

い 経 営 で あ っ た.ScottishRecordOffiice,Re-

cordsoftheBoardofTrusteesforFisheries

andManufactures.StatesoftheAnnualPro-

gressoftheLinenManufacture1727-1754,

pp.23-24,

IV銀 行業発展過程

一1772年 恐慌を中心に一

85

18世 紀後 半 のス コヅ トラン ドでは,新 旧 の

二勅 許銀 行 のス コ ッ トラン ド銀行 と王立 ス コ

ッ トラソ ド銀行 は主導権 争 いの時 代を経 て,

相互協 力 の時代 に入 って いた.そ して彼 らは,

自 ら諸 個 人に小額 貸付 を なす よ りも,個 人銀

行家 に信用 供与す る こ との方 が安 定的 な利潤

を得 るこ とが で きる と考 えるに至 った.

しか し産 業資本 家や 個人銀 行家 は,現 金不

足 に 悩 む ス コ ッ トラン ド経 済 の 要望 を 背景

に,勅 許銀 行 の保 守的経 営を批 判 して,投 機

的 な信 用 を求めつ つ あ った.特YTグ ラス ゴウ

やそ の他地方 商業 中心地 の商 人間 に,エ デ ィ

ソバ ラの貴族 主義 へ の反 発が 高 ま った .1763

年8月 に資 本金 £12,000の ダ ンデ ィ銀行 が設

立 され た.ま た 同年,エ ア地 方 にジ ョソ ・マ

カダ ム銀行 が設立 され た.

1766年 には,の ち にパル ス銀 行 とな ったパ

ルス組 合銀 行が設 立 され た.そ の他 の アバデ

ィー ソ銀行,グ ラス ゴ ウ商人銀 行 の他,ス タ

ー リソグ
,グ リー ノ ック,フ ォル カ ーク,ペ

ィ ズ リ,ダ ンデ ィ,レ ィス等 の各 地域 市場圏

の基幹 銀行 が開業 した.

なか で も歴史 上 で最 も有名 なのは,エ ア銀

行(BankofAyr)で あ る.ア ダム ・ス ミスの

言葉 を借 りる と,「 他 の 全 て の ス コ ッ トラン

ドの銀行 を押 しのけ,こ れ に取 って代 ろ う と

思 ってお り」,ま た 自 由な 営 業 方針 を とった

こ とか ら,「 融 通為替 手形 の 取 引業 者た ち は

全 て ……両手 を広げ て 自分達 を迎 え入 れて く

れ,自 由に商売 させ て くれ るこの新 しい銀行
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表VIIス コ ッ トラン ドの販 売用検 印を受 け

た亜 麻織 布製造(1778-1822年)

(単 位:ヤ ー ド)

＼＼ 年
＼ ・
＼

地 域＼

ラ ナ ー ク

(Lanark)

ラ ン ブ リ ユ ー

(Renfrew)

1778

1,784,674

1788 1822

1,362,150"22,869

1,467,935,1,671,346125,G85

出=典)ReportsbyStampmasters,citedbyH.

Hamilton,AnEconomicHistoryofScotl-

andintheISthCentury,Clarendon,

Orford,1963p.153.

に頼 った」1>の であ る.そ れゆ え エア銀行 に

投機iが集 中 して ゆ くこ とに な る.

話 は少 し戻 るが,イ ギ リス亜麻会社 の銀 行

業務 を軌道 に のせ た のは,ス コ ッ トラ ン ド社

会 固有 の現 金信 用(cashcredit)制 度 の普 及

と1765年 銀 行法 であ った2).1765年 法 は,イ

ソグラン ド銀行業 者 のス コ ッ トラ ン ド銀行 業

へ の反 発 か ら制 定 され た.即 ちス コ ッ トラソ

ド銀 行 券 の 「任 意 選 択 条項 」3)(optional

clause)持 参 人払 い とす るか,ま た通 知6

ヵ月後利 子付償 還 とす るか を銀行側 の選択 と

していた一 を違 法 とした他,負 債決 済 の裁 判

を夏季1丁開 いて不 良銀 行券 を処分す る.ま た

イ ソグ ラン ドでは £5以 下 の銀行 券発 行を禁

L,ス コ ッ トラン ドで は £1以 下 の銀 行券発

1)水 田 洋訳 『国富 論』(河 出書房,1955年)263

頁.

2)イ ソ グラ ソ ドでは £1以 下の紙幣や手 形は10

年 後(15.GeQ3c.51.ユ775)に 違 法 とされ,さ

らに2年 後(17Geo3c.30)に は £5以 下は違

法 とされた.そ の後 ス コッ トラ ソ ドの現 金主義

に対 し,イ ングラ ソ ドでは小額を含 んだ小切手

主義 となってゆ く.S.G.Checkland・opCZt・ ・

p.121.

3)こ の 制度 は,1730年 に ス コ ッ トラ ソ ド銀 行

が,流 動 資金不足 と王 立 スコ ッ トラン ド銀行 と

の対抗か ら考案 した.の ち多 くの個 人銀行 家に

よ って利 用 された.前 掲拙稿 「ス コ ッ トラγ ド

初 期銀行 史」78頁.

経 済 論 集Vol・8No・3

行 を 禁 じた.し か し 小額 銀行券 流通 の 慣 行

は,ス コ ヅ トラ ン ドでは伝統的 であ り,ま し

て イギ リス亜麻会 社 の よ うな地 方支 店業 を中

心 に細 口利 用者 に利用 され る 「銀行 」 には利

点 で あ った.

イギ リス 亜麻会社 は,1762年 に 貯金 口座

(depositaccount)を 開 き3%の 利子提 供を

決 めた が,1765年 法 の直 後 に銀行 業へ の専 念

を 明確 に打 ち 出 して 「営業 所(cashoffice)

は,他 の銀行 同様 に午前9時 ～午 後3時,午

後5時 ～7時 まで営 業 とす る4)」 と広告 し,

亜麻 織物 業者 を中心 とす る 「銀行 」会社 とな

った.そ して親 銀行 で もあ った王 立 ス コ ッ ト

ラン ド銀行(RoyalBankofScotland)か

らは,1765年 に 「銀 行」 と認 め られ,つ い で

ス コ ッ トラソ ド銀 行(BankofScotland)か

らは1771年 に 「銀行 」 同業 者 として認 め られ

た.そ れは,二 銀行 間 の紙 幣決 算に参 画 し,

相互 の銀行券 引受 を意味 して いた.こ の最大

の理 由は,地 方 に群生 しつ つ あ った種hの 銀

行業会 社設立 ブ ームに よる勅許 銀行 への反発

に抵抗 し,ス コ ッ トラ ン ド三勅 許銀行 に よる

協業銀 行業体 系 を形 成す るこ とに あ った.そ

の点 では,イ ン グラソ ド銀 行 業 におけ るイ ン

グラソ ド銀 行 に よる独 占 ・統 合的 な銀行業 体

系 の形成 とは 明白な差 異を示 して いた.

イギ リス亜麻 会社 は,銀 行 業へ の傾斜 を強

め る方 向で,改 めて亜 麻織 製造工 業者へ の金

融 拡大 を 計 る.即 ち ロソ ドソ市 場 に 代 って,

よ り広 汎 な顧客 を集 め るた め,1766年 にエ デ

hソ バ ラに リンネル(亜 麻 織)取 引所(Linen

Hal1)を 開店 した5).そ して イギ リス亜 麻会

社 が融 資 し,取 引所 は織工 か ら7%前 後の 利

4)GlasgowHeraldOct14,1765.
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子 を とって商 品 の委 託販売 を行 な った.ま た

前 貸 につ い ては,3カ 月か ら6カ 月 の間,業 者

の委託 した亜麻 織物 価格 の1/2～2/3の 額 に対

して であ った6>.こ の よ うな イニシ ァ テ ィブ

は,ミ ル トン公 の地 位 を継承 した ジ ョージ ・

ドラモ ン ド(GeorgeDrummond)に よって

で あ った7).

しか し亜麻 織物 工業 自体は,外 国商品 への

低 関税 実施 に よる競争 の激化 に よって,一 層

の衰微 を辿 る.ス コ ッ トラ ン ドの リンネルで

は,価 格 ・製品 とも対抗 で きず,イ ギ リス亜

麻会 社 は1766年 に議i会に一層 の補助 金 申請 を

試み たが,不 成功 に終 った.1767年 の会 計報

告書 に は,そ の会 社利 益は僅 か £936で あ っ

た と記 され て い る8>.そ れ ゆ}リ ンネル よ り

も銀 行業 に活路 を見 い出す しか なか った とも

言 え る.

18世 紀 ス コッ トラ ソ ド亜麻工業 史

5)リ ソ ネ ル 取 引 所 は,ロ ソ ド ソ,エ デ ィ ソバ ラ

以 外 に は,ア イ ル ラ ン ドの ダ ブ リ ン(Dublin),

ベ ル フ ア ス ト(Belfast)に あ っ た.イ ギ リ ス 全

体 で み れ ば,18世 紀 の 後 半 か ら は ア イ ル ラ ン ド

の 亜 麻 織 物 工 業 が 主 要 生 産 地 と な る.H.D.

Gribbon,TheTrishLinenBoard1711-1828,

inL.M.Cullen&T.C.SmoutComparative

AspectsofScottishandIrishEconomicand

SocialHistory,1600-1900,JohnDonaldPubli-

shersEdinburgh1977に 言羊 しい,

6)C.A.MalcolmopCZt・,P・541788年 に な っ

て も,理 事 者 達 が 「こ の 会 社 は,リ ソ ネ ル 製 造

を 促 進,繁 栄 さ せ る こ と が 目 的 で あ り,ダ ン デ

ィ で100ギ ニ ア を 集 め て 政 府 に 外 国 産 リ ン ネ ル

輸 入 重 関 税 を 求 め る 運 動 を 展 開 す る 」 こ と を 決

め て い る.TheMinutesofBYitishLinenBank

Nov.15,1788.

7)ミ ル ト ン 公 は,パ ー トナ ー シ ッ プ の 紛 争 か ら

1764年5月 に 辞 退 し,つ い で77才 の 高 齢 の ジ ョ ー

ジ ・ ド ラ モ ソ ドが 理 事 会 の 最 有 力 メ ンバ ー と な

る.彼 は エ デ ィ ソバ ラ 市 長6期,王 立 病 院(Royal

Infirmary)や エ デ ィ ンバ ラ新 区 域(NewTown),

北 橋 梁(Nor士hBridge)の 企 画 者 で あ っ た.彼 の

イ ニ シ ァ テ ィ ブ で 銀 行 業 へ の 傾 斜 を 強 め た.

G.Donaldson&R.S.Morpeth,Who'swhoin

ScottishHistory,BasilBlackwell,Oxford,1973

PP・208-9.
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イギ リス亜麻 会社 は,エ デ ィソバ ラの リソ

ネル取 引所を舞 台 に前貸 ・手形割 引 を行 な っ

た が,や は り外 国か らの廉 価商 品輸 入 との競

争 には勝 てず,最 終 的 には1791年 に は,そ の

取 引所 は マ クビカア,ア ラソ商会(Mcvicar,

Allan&Co)に 貸 し出 され た.

か く す る う ち 「暗黒 の水曜 日」(Black

Wednesday)と 呼ぼれ た1772年6月24日 を

迎 えた.こ の危 機 は,主 として ス コ ッ トラ ン

ド経 済 を中心 として生 じたが,そ れ はス コ ヅ

トラ ン ド諸銀行 の 「当座貸 越」(overdraft)

と 「手形 投機 」(speculationofpromissory

note)の 乱発 に よる通商 の悪循環 に よって 引

きお こされ た.こ の代表 は先述 のエ ア銀 行 で

あ った.そ の銀 行 は,紙 幣や手形 の過 度 の発

行 を行 な い,自 行 に環流 す る と,ロ ン ドン宛

の手形操 作 に よって資金 を調達 した が,そ れ

が 一層 の経営 の悪化 を辿 った.

1772年 の東 イソ ド会社 に対す るイ ングラ ソ

ド銀行 の信用 供与 の制 限の発表 は,連 鎖的 に

イ ソ グラソ ド経 済 に従属 的な ス コ ッ トラ ン ド

経 済 を襲 い,エ ア銀 行 の倒産 と群 少 の泡沫的

な諸銀 行 の没落を ひ きお こした9).つ ま りそ

れ は,そ れ 以前 の10年 間の,為 替 危機,紙 幣

戦 争,大 銀 行の保守 経営,地 方銀 行 業会社 の

群 生,エ デ ィソバ ラの個 人銀行 家 の分芽繁殖

g)TheMinutesofBritishLinenBankApril

10.1'768.

9)エ ア 銀 行 は,当 初 イ ソ グ ラ ソ ド銀 行 に 理 事 者

の 地 所 を 担 保 に £30万 の 前 貸 を 申 し込 ん だ が,

条 件 が 厳 し く て 受 諾 で き な か っ た.そ こ で ス コ

ッ ト ラ ン ドの 二 大 銀 行 に 当 初 に 各 £2万,さ ら

に £5万 ま で の 借 款 を 申 し込 ん だ が 拒 否 さ れ,

経 営 は ゆ きづ ま っ た.そ し て 銀 行 券 に は,償 還

ま で50の 利 子 を 保 証 した が,苦 境 は 打 開 で き

な か っ た.こ の 頃,グ ラ ス ゴ ウ諸 銀 行,船 舶,

軍 備,ア ザ ミ(Thistle)の 各 銀 行 も 大 銀 行 に 各 £

1万 の 借 款 を 申 し 出 て 拒 否 さ れ た.TheMinutes

ofRoyalBankofScotlandJuneI51772;The

MinutesofBankofScotlandJune30and

July2,1772.
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等 のス コ ッ トラソ ド銀行 業 の清算 にあ った.

この1772年 の恐 慌 に よってス コ ッ トラン ド

銀 行業 は淘汰 され,ス コ ッ トラン ド銀行 のイ

ニシ ァテ ィブの も とに,「 紙 幣交i換システ ム」

の 蘇生,さ らに若 干 の倒産 銀行 の紙 幣 の引受

までを行 な う地域 協業銀 行 体制 を確 立す る こ

とにな った10).

イギ リス亜麻会 社 は,こ の危機 に際 して,

か な りの影 響を受 けた もの の,倒 産 に至 るこ

とはなか ったエ1>.当 時 のス コ ッ トラン ドの新

聞 ・雑 誌 のマ ス コ ミ界 は,亜 麻 織 物 工業 の

促 進 ・拡大 を 論 調 とし,王 立 自治都市 会 議

(RoyalBurghsConvention)も 議 会へ の請

願 を決 め て代表 を派遣 したが,努 力は結 実 し

なか った.

他方,銀 行業務 か らみ れ ば,1774年 には損

失 積立 以外 の 目的 では,初 め て政府証 券投 資

に着 手 した.ま た 数多 くの支店 ・代理 店 を介

して の紙 幣発 行,手 形割 引 に よって利 益 をあ

げ ていた12).ま た従来 は リンネル紡 績工 ・織

工 専用 銀行 で あ ったが,「 家畜 取 引」 に従 事

す るイ ソ グラソ ド ・ス コ ッ トラン ド両 商 人 も,

そ の会 社 の充 分 な担保 と数 多 くの支店 制度 を

ユ0)1774年,そ れ を 同 時 に ニ ェ ー カ ッ ス ル(New

Castle)の 二 銀 行 を 含 め る 紙 幣 相 互 決 算 シ ス テ

ム を 作 り あ げ た.TheOutLetterBookofBank

ofScotlandJune,29,1774,

ユ1)エ デ ィ ン バ ラ の 個 人 銀 行 は 約20存 した が,

1772年 の 恐 慌 後 は5行 と な っ た.残 余5行 はMa-

ns$eld,RamsaysandCo,SirWilliamForbes,

JamesHunter&Co,WilliamAlexanderand

Sons,弱 少 の2行KinnearandCo,William

CummingandSonsで あ る,彼 ら も,か な り の

被 害 を 受 け た こ と も 事 実 で あ る.S・G・Check・

landopcitりp.155,イ ギ リス 亜 麻 会 社 の パ ー ト

ナ ー の1人Alexander&Sonsは 倒 産 し た が,

会 社 経 営 陣 の ロ バ ー ト ・ア ー ス ノ ッ ト(Robert

Arthnot)や ジ ヱ イ ム ズ ・ ガ ス リ(JamesGathrie)

は 行 政 手 腕 を 高 く 評 価 さ れ,そ の 後 評 議 会 の 秘

書 を 努 め た.C.A.Mclcolm,opCZt.,P・73・

ユ2)ス コ ッ ト ラ ソ ドの 二 大 銀 行 は,そ の 業 務 を エ

Vol.$No.3

選 好 して,前 貸や手 形割 引に用 い る傾 向 が強

くな った13).

V亜 麻工業の衰微,木 綿工業の興隆

18世 紀 の四半世 紀か らナ ポ レオ ン戦争 の終

る19世 紀初頭 まで,ス コ ッ トラソ ドは ア メ リ

カ,フ ラ ンス と戦争 状態 に あ り,国 内的 に も

失 業 ・イソ フ レ ・暴 動等 の難 問を抱}る 大 変

な時代 で あ った。

しか し繊維 工業 では,よ うや く木綿工 業 が

イ ン グラン ドか ら技 術輸 入 され,本 格 的 な発

展 へ の序 走期 に入 った.勿 論,木 綿工 業 のそ

の後 の成 功が リンネル工業 の没 落を決 定的 に

した こ とは事 実 であ る.ま た リンネル工 業 の

技 術 ・資 本 ・市 場が,木 綿 工業発 展 の礎 とな

った こ とも事 実 であ る.殊 に資本 面 につ いて

は,ア メ リカ独 立戦 争 の勃 発 に よる タバ コ貿

易 の没落 か ら,グ ラ ス ゴ ウ商 人 の 「流通資

本 」が アジア,西 イン ド市 場貿 易へ方 向転換

して 向 う以外 に,そ の一部 が「産業投 資」とし

て の木 綿工業,鉄 工 業 に流 入 した とい え る1).

ス コ ッ トラソ ド木 綿工業 は,グ ラス ゴ ウ資

本 を 中心 に1780年 代 に急速 に興隆 した.そ の

技 術 は,亜 麻工 業 のそれ と類似 して お り,亜

麻 工 業 の適 合性(adaptation)の 上 に新原材

デ ィ ンパ ラ に 限 定 し た た め,地 方 銀 行 業 支 店 に

つ い て は イ ギ リ ス 亜 麻 会 社 が 独 占 的 で あ っ た.

S.G.Checklandopご 甜.,p.139ス コ ッ ト ラ ン

ド銀 行 の 初 支 店 は1774年 の ダ ン フ リ ー ズ(Du-

mfries),ケ ル ソ(Kelso),王 立 ス コ ッ ト ラ ン ド

銀 行 の 初 支 店 は1802年 の グ ラ ス ゴ ウ 店 で あ っ

た 、 そ れ ら よ っ て 著 し く収 益 を 上 げ た と さ れ る.

ユ3)C.A・MclcolmopC2t.,P・78;A・R・B・Ha-

ldane,TheDroveRoadsofScotland,University

PressEdinburgh1951pp.47-49.

1)拙 稿 「産 業 革 命 期 ス コ ッ ト ラ ン ドの 株 式 企 業

‐CarronComparyの 事 例 一(『 社 会 経 済 史 学 』

35巻3号)37頁.



December1978北 政 巳:18世 紀 ス コ ッ トラ ソ ド亜麻工 業 史89

表VIIIス コ ッ トラン ドの亜麻織布 ス コ ッ トラ ソ ド銀 行 ・金 融 メ カ ニズ ムの 発 展

製 造地域(1782年)が 挙 げ られ よ う
.

地 域

フ

ユ

バ

一

イ

リ

ソ

ル

ル

フ

ナ

ア

イ

ォ

ソ

デ

フ

ラ

ラ

フ

パ

エ

ア

一

ク

フ

ス

ラ

ス コ ッ トラ ソ ド南部 の

地 域他

フォース河北の低地域

諸島 を含む 高地地 方

製 造 量 価格(£)

6,742,887

1,577,451

1,571,798

2,360,740

ユ,699,682

180,120

427,478

432,516

356,572

計
}・5,348,744

177,105

166,637

165,578

90,XO4

81,195

27,229

28,112

26,470

12,470

£775,100

出 典)MacPherson,AnnalsofCommeYCe@,

cit.,)vol.iv.p.64.

表IXス コ ッ トラ ン ド ・ク ラ イ ド地 域 へ の

原 棉 輸 入 の 推 移(1775-1812年)

1775年

1790

1814

1811

1812

137,160ポ ン ド

1,757,504

9,962,359

11,002.723

11,114,640

出 典r)SinclairSirJohn,GeneralReportofthe

AgriculturalStateofScotland,1814.app,

vol.ii,p.327.

料を 加工 して企 業的 に成功 した とみなせ る.

つ ま り上質 の寒 冷紗(1awns)や 上質 かな き

ん(cambrics)製 造 に熟練 した リソネル織工

に とっては,木 綿 糸や綿 モ ス リン(muslin)

製 造 は比較 的 容易 であ った.

そ の他,ス コ ッ トラ ン ド木綿 工業興 隆 の理

由 には,(1)先 述 の アメ リカ独 立戦争勃 発 の余

波 か らのタバ コ貿 易 の衰 退,そ れ に付随 して

い た リソネル商 品貿易 の一層 の減少,(2)ハ ー

グ リーブス,ア ー クライ ト,ク ロム プ トン等

の一 連 の発 明家 の貢献2),(3)資 本供給 の 面か

ら観れぽ,1772年 恐慌 以後 に 「整 理」 され た

2)産 業革命期の発明家.科 学者にはスコットラ

ソド人が圧倒的Y'多 か った.し かし就業機会も

少なく企業的成功を,地 域内で達 しえた例は少

勿論,そ の過 渡期 には,1769年 に ア ソ ダー

ソソ(Anderson)ど ペ イ ズ リ(Paisley)の

織 元が 経糸 に亜麻 糸,緯 糸に木 綿糸 を用 いた

混 合織 物販売 で 成功 した ような 例が 存在 し

た.技 術的 に経 ・緯糸 とも木綿 糸 を用 いて モ

ス リン織 に成功す るのは クRム プ トソの ミュ

ール織機 に よって であ った .特 に グ ラス ゴ ウ

とペ イズ リは,リ ンネル 製造技 術を活 して高

級本場 モス リン織 で 評 判を博 した3).ペ イ ズ

リの織 布工 の作 る極 細薄 布 は装身用織 物 とし

て有 名 であ る.

市 場問題 を考}て み た い.ア メ リカ独 立戦

争 以前 の1771年,ク ライ ド(Clyde)地 域か

ら 輸 出 され た リソネル 織物 は200万 ヤ ー ド

(価 格 に して £452,000)で あ った.同 年 の全

ス コ ッ トラソ ド経 済 では,総 輸 入 £1,386.329

再 輸 出 £1,353,861,ま た 国内 生 産物 輸 出

£50350.473,総 輸 出は £1,857.334で あ り,

表Xス コットラン ド亜麻工業労働者の

週賃銀の推移

(フォルファル シアの事例,1814-1834年)

年

1814

1815

1820

1825

1830

1834

粗 賃 銀

23s6d

gsOd

13SOd

13sOd

8sOd

8Soa

純 賃 銀

21s6d

7sOd

llsOd

llsOd

lsOd

6sOd

出 典)ReportsfromCommittee,1834,X,Hand-

loomWeavers'Petition,p.258.

な い.拙 稿 「産 業 革 命 期 ス コ ッ ト ラ ソ ドの 教 育

組 織 に 関 す る 一 考 察 」(『 創 価 経 済 論 集 』4巻1

号)62-69頁.A.G・Clement&R・H・S・

Robertson,ScotlandScientificHeritage,Oliver

&Boyd,Edinburgh,1961,p.122.

3)H.Hamilton,TheIndustrialRevolutionin

Scotland,FrankCass&Co,1966,p.118.
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表XIイ ギ リス亜麻会社の紙幣流通量

(1810-19年)

年

1810

1811

1812

1813

1814

1815

×816

ユ817
..

1819

計(10年)

平 均 量

Y,008

920

1,097

1,303

7,337

1,104

940

918

1,171

1,X48

最高量

1.075

1.003

1,258

1.41a

1.389

1217

1.041

955

1,334

10,946

(平 均1,094)i

最低量

£

889

762

913

1,103

1,289

ユ,072

882

879

972

出 典)WilliamGraham,TheOnePoundNote

intheHistoryofBankinginBritain

1911.P.262よ り作 成,

表IIIス コットラン ド木綿工業の発展

(原棉消費量の拡大1820-44年)

1820-4

1824-9

1829-34

1834-9

1839-44

14,385,ユ72ポ ソ ド

19,900,3364・

27,478,522

34,478,152

41,169,437つ 多

出 典)McCulloch,J.R,AccountoftheBYitish

Empire,4thed.,1854.vol.2p.693.

再 輸 出(加 工 貿 易)中 心 の貿 易 構 造 で あ っ た.

そ れ が1775年 の 戦 争 勃 発 に よ り,対 ア メ リ

カ 貿 易 は 壊 滅 し,総 貿 易(1771-1778年 の

間 に 比 し)は58%に ま で 低 落 した.そ の後

1791年 頃 に は,木 綿 製 品 輸 出 を 中心 に 貿 易 は

再 興 して1771年 の レ ヴ ェル に 達 し た が,も は

や 再 輸 出(加 工 貿 易)構 造 で は な か っ た4>.

こ の ス コ ッ トラ ン ド経 済 の貿 易 構 造 の変 革

は,イ ギ リス で 最 初 に創 立 され た グ ラス ゴ ウ

商 工 会 議 所(GlasgowChamberofCommerce,

1783年)の メ ソバ ー に よる 企 業 的 イ ニ シ ァ

テ ィブ に よ っ て 果 され た も の で あ る5>.彼 ら

4)W.R.Scott,`RcononnicResi工iency'Economic

HistoryReviewII,No.2pp.292-3;McPher-

son,AnnalsofCommerce1051Vp.37.

経 済 論 集VoL8No.3

が,対 ア メ リカ貿 易 の商 業 資 本 を,ク ラ イ ド

渓 谷 の 諸 工 業(木 綿 工 業,鉄 工 業 等)の 生 産

過 程 へ の 投 資 転 換 を 指 導 した.

そ し て 木 綿 工 業 の ブ ー ム が,1785～1795年

に 到 来 し た.マ ク フ ァ ー ソ ソ(MaCpherson)

は,商 業 年 鑑i(AnnalsofCommerce.1785

年)に 「今 や 木 綿 系 は,リ ンネ ン系 よ りも廉

価 で あ る.そ し て 木 綿 製 品 は,寒 冷 紗 や 上 質

か な き ん 等 の 高 級 亜 麻 織 物 に代 替 し て 使 わ れ

るに 至 った.さ らに絹 織 物 を も,ほ とん ど全

面 的 に凌 駕 し て い る.全 て の 階 級 の女 性 が イ

ギ リス 製 木 綿 製 品 を 着 用 して お り,女 王 さ}

も 頭 上 の モ ス リン帽 か ら足 許 の ス トッキ ン グ

ま で,木 綿 製 品 を 愛 好 され て い る.紳 士 は,

毛 織 物 ・絹 織 物 で は な く,木 綿 の チ ョ ッキ が

流 行 して い る6)」 と書 き残 した.

こ の 木 綿 工 業 で 成 功 した 人 物 に,亜 麻 織 物

商 人 の 出 身 が 多 か った こ とは 興 味 深 い.例}

ば デ ィ ビ ッ ド ・デ ィル(DavidDale)は,

ペ イ ズ リ織 工 出 身 で ,1770年 代 に は 海 外(フ

ラ ンス や オ ラ ソ ダ)か ら の リン ネ ル 織 糸 輸

入 業 者 で あ っ た.つ い で グ ラス ゴ ウ で 多 数 の

職 工 を 雇 用 し て 高 級 亜 麻 織 物 生 産 に着 手 し成

功 した.そ の 後,時 流 を 見 きわ め て1786年

に,ニ ュ ー ・ラナ ー ク(NewLanark)に 木

綿 紡 績 業 を 開 始 し た.彼 の 義 理 の 息 子 オ ウエ

ン(RobertOwen)が,彼 の 理 想 を 引 き継

5)グ ラス ゴウの都市貴 族につ いては,拙 稿 「ス

コヅ トラ ソ ドの経済発 展 と商人 活動」(『近 代経

済の歴 史的基盤』宮本 又次先生 古稀記念論交 集,

ミネル ヴア書房1977年)501-515頁 を 参照 され

た い.イ ギ リス最初 の グラス ゴウ商工会議所 の

創立 につ いては,R.H.Campbe11,Scotland

since.T707,theRiseofanIndustrialSociety,

BasisBlackwe11,0xford1965pp.51-2.ま た

そ の背景につ いては,BraceLenman,AnEco-

nomicHistoryofModernScotland,Archon

BooksHamden,1977PP.101-116に 言羊しい。

6)McPherson,opcit.,IVp.80.



December1978北 政 巳:18世 紀 ス コ ッ ト ラ ン ド亜 麻 工 業 史

い で,木 綿 工 場 を 成 功 させ た こ とは 著 名 で あ

る.そ の 他,ラ ナ ー ク シ ア の ブ ラ ソ タ イ ヤ

(Blantyre),ス ピ ン ニ ソ グ ・デ ィル(SPinn'

ingDale),南 部 の ニ ュー トソ・ス チ ュアー ト

(NewtonStewart)に も工場 を設立 した.

また ソソ リイバ ソク(Thornliebank)の

クラム家(Crums)は,リ ンネル捺 染業老 の

出身 で,木 綿工 業 の興隆 を見 て紡 績 ・織 布工

場 を設立 し,さ らに織布染 色 ・捺 色工 場を追

加 し,企 業 的に成功 した7).

ス コッ ト ラ ン ド木 綿工業 は,ワ ッ ト(J.

Watt)や ウ ィル キ ソ ソン(Wilkinson)の 活

躍 の場 であ りなが らも,最 終 的 には イ ング ラ

ソ ド木綿 工業 製 品の補 完的 役割 を専業 化す る

こ とにな った.そ の理 由には,(1)水 力供給 が充

分 利用 で き,機 械 化 の必 要性 に遅れ た.② 蒸

気機 関 と工作 機械 の同 時使 用 に必要 な熟練 工

の不 足,(3)企 業 的成功 に導 くには資 本不 足で

ある こ とが挙げ られ る.そ の他,商 品 の側面

か ら観れ ば,イ ソグラ ソ ド木綿 工業 は,「 強紐二

で素朴,一 定 不変 な商 品,粗 かな きん(pam

cambrics).サ ラサの捺 染(printing),厚 い

粗 木 綿布 であ るフ ァス テ ィア ン織(fastian)」

を生 産 した の に対 し,ス コ ヅ トラソ ド木綿 工

業 は 「流行 的 な奢 修 品,装 身 用織物,例 えば

ペ イズ リの肩掛け(shawl)」 等 を 専 業 と し

ていた こ とか ら8),1815年 に開放 され た イソ

ド木綿市 場へ 参画 で きな か った こ とは決 定的

な マイナ ス要 因 とな った9).

7)E.B・i…,Hi・ 切 ・fth・C・ 伽Manufa口

ctureinGreatBritain,FranlcCass&Co.1966

p.260seq...

g)ReportonHand-LoomWeavers,1834p.16.

9)M・ ・wi・k,`Th・C・tt・nエ ・d・ ・t・yandthe

IndustrialRevolutioninScotland.'ScottishHis-

toricalReviewXXIp.207;D.Bremner,The

VI結 び

91

18世 紀 の終 り頃 にな る と,イ ギ リス亜麻 会

社 は,二 大公 共銀行(PublicBanks)の ス コ ッ

トラ ン ド銀行,王 立 ス コ ヅ トラソ ド銀 行,個

人銀 行 フ ォーブス銀行(SirWilliamForbe's

Bank)と 共 に,4行 でス コッ トラ ソ ドで の歳

入 を 目ン ドンへ送 金す る特権 を得 た.と 同時

に,会 社 は資 金 の多 くを 政 府公債 投資 に 向

け る方針 を 採 った.1781年 ロイ ド保険 会社

の 資 料1)で は,糧 食 供給 債 券Navyand

VictuallingBonds).3%利 付 公債,つ ま り

整理 公債(ConsolidatedAnnuities),整 理

年 金(ReducedAnnuitise),大 蔵 省 証 券

(ExchequerBills),王 党 員 借 款(Loyalty

Loans),イ ソ グラ ソ ド銀 行株式(Bankof

EnglandStocks)),rY`.投 資 していた・ そ の他

公共事 業投資 や貧 民救済基 金 へ の応募 に よっ

て,ス コ ッ トラソ ド社 会の公 共福祉 に も貢 献

した.

銀 行業 の立場 か ら観 て も,イ ギ リス亜麻 会

社 は革新 的 な 動 きを 示 していた.1752年 の

「準備基 金」(SavingFund),ま た 行員 未

亡人 のた め に!808年 の 「寡婦 基金 」(wid-

ow,sFund),ま た 不 時 の 欠 損 に 備 え て

1824年 に 「欠 損 準 備金」(Fundsagainst

Losses)の 導 入等 に積 極的 であ った2)・

また労 務管理 の面 を観て も,会 社 は 人材育

成 を徒弟 教育 に求め,1747年 に最初 の徒 弟 ジ

IndustriesofScotland,theirrise,progressand

presentcondition(1869),Kelley,1969New

Yorkp.288.

1)し か し 理 事 会 は 海 軍 債(NavyBonds)を 認 め

て な か っ た.TheMinutes・fBYitishLinenBank

Oct21,1781.
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表XIIIス コ ッ ト ラ ン ド の 諸 銀 行(1772-一 一一1810年)

エ エ デ ィ

(a)
-
⊥

∩∠

3

ぐヘン
ノ、 フ

公 銀 行(PublicBank)

TheBankofScotland

TheRoyalBk.ofScotland

TheBritishLinenCo.

(b)合 本 資 本 銀 行

(JointStockBanks

lTheCommercialBankof

Scotland

噌⊥

∩∠

Q
J

)

)

・-

C

(

(

4

5

6

)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

ユ

2

3

4

5

"11

1

1

1

1

1

1

(

個 人 銀 行 家(PrivateBankers)

か な り 大 ぎ な 銀=行

SirWilliamForbes&Co.

WilliamAlexander&Son.

MansfieldRamsaysCo.(の

ちMansfieldBonars&Co.)

ThomasKinnearandSons

WilliamCummings&Sons

Scott,Smith,StemandCo,

小 銀 行

AlexanderAllan

RobertAllen

DavidPatterson

DonaldSmith&Co.

Inglis,Borthwick&Co.

AllanandStewart

BeltramGardner&Co.

JohnWardie

HenryJaznierson

WilliamLothian

JahesSter工ing

AdamKier

Seton,Wallace&Co.

MessrsThomson

JohnWardrop&Co.

1エ グ ラ ス ゴ ウ

(a)地 域 銀 行 会 社(Provincial

BankingCompanies)

-

n∠

9
σ

4

rO

ShipBank

ArmsBank

ThistleBank

GlasgowBank

MerchantsBank

(b)個 人 銀 行 家(PrivateBankers)

17・andR.WatsonCo.

2Thomas,Andrew,George

andAndrew

3GilbertHamiltonandSon

前

店

ば

以

閉

れ

年

し

お

年

10

も

て

の

18

に

し

そ

創
業
年

1695

1727

1746

1810

1730年 代

1730年 代1776

×745

1756
a

a

X776

1776

180

1773

1805

1776

1776

2778

::

1788

1789

1789

1791

1793

a

1749

1750

1761

1809

1769

今
0

5

£
∪

8

ワ
」

7

1
⊥

f
上

1788

1810

1793

1781

1798
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Bankof

Scotland

の グ ラ ス

ゴ ウ 支 店

に な る

III小 都 市 の 地 域 銀 行 会 社

1TheBankingCo.ofAberdeen

2TheCommercialBankof

Aberdeen

3PerthBankingco.

(か つ て のPerthUnitedCo.)

4PerthUnionBankingCo.

5DundeeBankingCo.

6DundeeCommercialBanking

Co.(No.1)
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DundeeNewBank

DundeeUnionBankingCo.

StirlingBankingCo.

Marchants'BankingCo.

Stirling

Cambell,Thomson&Co.

Stirling

PaisleyBankingCo.

PaisleyUnionBank

RenfrewshireBankingCo.

GreenockBankingCo.

LeithBankingCo.

村 落 社 会(地 域 銀 行 会 社)

CuparBankingCo.

EastLothianBankingCo.

FalkirkBankingCo.

FalkirkUnionBankingCo.

FifeBankingCo.(Cupar)

GallowayBankingCo.(Douglas

Napier&Co.,CastleDouglas)

Hunters&Co.Ayr

KilmarnockBankingCo.

DumfriesCommercialBank

(Grace&Co.>

BerwickandKelsoBanking

Co.(TheTweedBank)

1810年 以前創
にもし閉店業
しておれば年
その年
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NewBank

に 入 る

ユ808

1798
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[要 約]

公銀行 難 馨 行雑 墜 合計
ぐ　エ ア

インハ フ

グ ラ ス ゴ ウ

小 都 市

村 落 社 会

3 1 9

1 3

Z2

8

13

4

12

8

3 1 10 23 37

出 典)S.G.Check工and,ScottishBanking.A.History,1fi95-1973Collins1975,PP・177-180よ り 作 成
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ヨン ・ヘ ンダー ソン(JohnHenderson)が

ワ トソソ養 育院(GeorgeWatson'sHospi-

tal.の ち の ワ トソン学 院Watson'sCollege)

か ら £20の 給 与金 を会社 に払 う条件 で入社 し

た.彼 は7年 間の徒 弟奉 公 を務め た.こ の よ

うなかた ちで,数 多 くの代理 店 での徒弟 入社

か ら本店 の幹部 職 に至 るまで,会 社 組織 は一一

連 の人材 登用機 関 であ った3).

19世 紀 に入 る と,イ ギ リス亜麻 会社 は,二

大 銀行 ス コ ッ トラソ ド銀行,王 立ス コ ッ トラ

ン ド銀行 と数 多 くの 地 方 銀行 会社 の 「中 間

項 」 にあ って,ス コ ッ トラン ド銀行業 の特質

形 成 に重 要 な役割 を果 した.ま た貯蓄 銀行 運

動(SavingsBankMovement)の 創 始者 ヘ

ン リィ ・ダソダス師(RevHenryDundas)

が,教 区 内での 産業 振興 の ため の 「貯蓄 銀

行 」を企 画 した 時4).イ ギ リス 亜麻 会社 の ダ

ンフ リーズ支店 で の貯 蓄貯金 に5%の 利 子を

与 る ことを協定 して運 動を助 勢 した こ とも,

そ の一端 を示 して い る といrよ う.

さ らに海外送 金 の面 で も注 目され る.19世

紀 初頭 以来,数 多 くの ス コ ッ トラン ド人が北

アメ リカ,カ ナ ダへ移住 した.こ の移民運動

は,ア ジ ア,南 ア メ リカ,オ ース トラ リア と

世界 的 な広 が りを もったが,旅 行中 の送金 の

安 全性 に 問題 が あ った.理 事会 は,1833年

に,銀 行支 店 に39日 間預金す る と2%の 利 子

政 巳:18世 紀 ス コッ トラ ン ド亜 麻工業 史

2)C.A.Malcolm,opcit.,p.98.

3)TheMinutesofBritishLinenBrznk,May4

1754そ の 他,徒 弟 入 社 し た 人 物 と そ の 将 来 に

つ い て は,C.A.Malcolm,TbidPP.90-92に

詳 し い.

4)貯 蓄 銀 行(SavingsBank)に つ い て は,拙 稿

「19世 紀 に お け る ス コ ッ ト ラ ン ドの 銀 行 業 」(『大

阪 大 学 経 済 学 』21巻3号)29-31頁.P.L.Pa-

yne,`TheSavangBankofGlasgow,1836-

1914'inP.L.Payneed.,StudiesinScottish

BusinessHistory,Frank&Cass1967p.154.

93

で,海 外 のモ ン トリオ ウル,ケ ベ ック,ト ロ

ン ト,二s・ ヨー クの銀行 宛 に信 用送 金状

を送 る こ とを認 めた.ま た1845年 には,会 社

はス コ ッ トラソ ド自由教 会(FreeChurchof

Scotland)の 会 員組織(LayAssociation)

と提携 して,ニ ュージ ラン ドでの移民 の地所

購 入 の振 込 みを奨励 す るな ど,積 極的 な 国際

投 資 を計 った5),

要 約すれ ば,イ ギ リス亜麻会 社 は,1707年

の 「合併」 以後 の18世 紀前半 のス コ ヅ トラソ

ド経 済発展 を主導 した 「製造 工業老 評議会 」

の活 動 の一 端を 代表 し,短 期 的に は成功 した

国民 的企 業 であ る.ま た亜麻工 業 は,「 流通

過程 」 の タバ コ貿 易 か ら,ア メ リカ独 立戦争

を契 機 として木 綿 ・鉄 工 業の 「生 産過程 」へ

と資 本 の流れ を変 えた過渡 期 の産 業 で もあ っ

た.さ らに繊維 工 業 自体 にあ って も,伝 統的

な羊 毛 ・毛 織物工 業か ら資本主i義的 な木綿工

業へ の移行期 に あ って 「引 き継 ぎ」 役 を果 し

た ともみ なせ よ う.

また勅 許状(RoyalCharter)に よる特権

企 業で あ りな が らも,労 務管 理,企 業経営 を

み て も種 極的 な経 営 方針を とった こ とに注 目

され る.即 ち前 貸問屋 制度 を と りなが らも,

資 本主i義的株式 企業 の萌 芽を示す 活動 を展開

した点 で ある.

また銀行業 の面か ら観 て も,イ ギ リス亜麻

会 社 は,ス コ ヅ トラソ ド初 期銀 行史 を代弁す

5)C.A.Malcolm,opCIE.,P・104ス コ ッ ト ラ

ソ ド人 移 民),rt,,つい て は,拙 評 「海 を 渡 っ た ス コ

ッ ト ラ ソ ド人 」(G.Donaldson,TheScotsOv-

erseas,RobertHale:London1966『 創 価 経 済 論

集 』2巻2号)を,特 に オ ー ス ト ラ リ ア に っ い て

は,拙 評 「ス コ ッ ト ラ ン ド と オ ー ス ト ラ リァ 」

(D.S.Macmillan,ScotlandandAustralia,

1788-1850,Emigration,CommerceandIn-

vestment,Oxford,ClarendollPress1967『 倉4

価 経 済 論 集 』3巻4号)を 参 照 さ れ た い.
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表XIVス コ ・7トラン ド諸銀 行の通貨 流通 量(1846年8月15日 以 前4週 間 の平均)

銀 行 名

BankofScotland

RoyalBankofScotland

BritishLineaCompany

Comml.Bk.ofScotland

NationalBk,ofScotland

UnionBankofScotland

Edinburgh&GlasgowBk.

Bkg.Cnxn.inAberdeen

AbedeenTown&Co.Bk.

NorthofScotlandBk.Co.

DundeeBankingCompany

EasternBk.ofScotland

WesternBk.ofScotland

ClydesdaleBankingCo.

CitpofGlasgowBank.

CaledonianBankingCo.

PerthBankingCompany

CentralBk.ofScotland

合 計(全 ス コッ トラ ソ ド銀行)

規定流通量

£

336,485

×38,000

433,024

374,880

297,024

327,223

136,657

88,467

70,i33

154,319

33,451

33,636

337,938

ユ04,028

72,921

53,434

38,656

42,933

3,087,209

総平均流通量

£

336,238

213,007

430,245

423,521

309,852

363,593

152,396

91,320

75,154

137,685

・ ・::

30,360

403,858

112,667

119,668

53,051

45,578

46,655

3,371,906

£5以 上

£

96,682

70,614

132,623

128,258

90,903

116,779

68,182

24,936

21,662

42,434

・ail

8,655

100,716

26,218

45,128

15,ユ02

11,996

1ユ,175

1,013,539

£5以 下

239,556

142,463

297,622

295,263

218,948

246,814

89,214

66,384

53,492

95,255

20,508

z1,705

303,142

86,448

74,540

37,949

33,582

35,X80

2,358,365

全体で占め
る£5以 下
の割合

4

5

7

1

7

6

4

9

7

9

8

9

6

2

8

3

8

4

2

8

1

0

6

0

5

6

1

0

9

4

0

7

2

5

6

0

%

L

a

q

O
。

a

&

&

2

L

9

5

L

5

6
.

2

1
。

a

a

7

6

6

7

7

6

5

7

7

6

7

7

7

7

6

7

7

7

69.94

出典)

る銀行業会社であった.特 殊な亜麻工業関係

者を対象 とする専用的な銀行 として出発 しな

が らも,一 方では政府証券投資や公金扱いの

ような二大特許銀行 と歩調を合せ るかたわ ら,

他方では前貸,現 金信用や任意選択権を運用

して地方銀行に類する企業活動を展開 した.

とりわけ地方銀行支店制度 と小額紙幣発行の

ス コヅトランド銀行業の特質 の形成には,著

しく貢献 した.そ して19世 紀の中葉か ら後半,

20世 紀の初めにス コットラン ド銀行に吸収さ

れ るまで,諸 銀行の中で最 も安定的な経営を

示 した といえる6、.

このようにイギ リス亜麻会社は,18世 紀中

葉か ら19世紀にかけてのスコッ トラン ド社会

経済の資本主義化過程を代弁する国民企業で

6)19世 紀中葉のスコットランド銀行業について

Bankers'MagazineOct.1846,p.63よ り 作 成.

あ り,そ の生 成 と没落 は,ス コ ッ トラソ ド経

済 史 の変革期 ス コ ッ トラ ン ド初期 資本主

i義の誕生か ら本格 的な資 本主義 へ の移 行

を象徴 して いた といえ よ う.

付記)原 資料は,イ ギ リス ・グラスゴウ大学アダ

ム・スミス・ビル所蔵の銀行史資料による.本

稿は,第47回 社会経済史学会大会報告(昭 和53

年5月20日 於創価大学)に 加筆 したものであ

り,御 批評いただいた諸先生には記 して謝 し

たい.な お本研究は,昭 和52年 度文部省科学

研究費一般研究(D)に もとつ くものである.

(昭和53年9月20日 受付創価大学助教授)

は,拙 稿「19世 紀 後半 のス コッ トラン ド銀行業」

m.W.Kerrの 編 集 した1865-96年 の 営業報

告書か ら一」(『 創価経済論集』3巻2号),同

「産 業革命期 ス コッ トラソ ド諸銀 行にみ る 企業

活動」(『創価経 済論集』4巻3号)そ の他拙評

「ス コ ヅ トラ ソ ド銀 行 業」(S.G.Checkland,

ScottishBankingAHistory:1695-1973,Collins

Glasgow&London1975『 創 価経 済論集』5巻

4号)を 参 照 された い.


